
つなぎ言葉の あとに くる 文を えらぼう
小3／4まいめ　つづく 文を 自分で 書こう

なまえ

ひづけ

つなぎ言葉の あとに つづく 文を、自分で 考えて 線の 上に 書きましょう。
えらぶ こうほは ありません。向きが 合って いれば どんな 文でも 正かいです。
線は 2本 あります。長く なったら 下の 線に つづけて 書きましょう。

1 きのうは 一日中 雨が ふって いました。

（1）だから、

（2）でも、

2 ひろとさんは 走るのが とても 速いです。

（1）でも、

（2）だから、

3 にわの トマトが 赤く なりました。

（1）そして、

（2）だから、
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つなぎ言葉の あとに くる 文を えらぼう【こたえ】
小3／4まいめ　つづく 文を 自分で 書こう

なまえ

ひづけ

赤い 字は 答えの れいです。同じ 向きの 文なら、ちがう 文でも 正かいに して ください。
「だから」は そう なる こと、「でも」は 思うのと 反対の こと、「そして」は つけ足しです。

1 きのうは 一日中 雨が ふって いました。

（1）だから、 （れい）外で あそべませんでした。

（2）でも、 （れい）夕方には 晴れて にじが 出ました。

（1）だから の あとは そう なる 話。ほかの 例: かさを さして 買いものに 行きました。
（2）でも の あとは 反対の 話。ほかの 例: 公園の 池の 水は ふえませんでした。

2 ひろとさんは 走るのが とても 速いです。

（1）でも、 （れい）泳ぐのは あまり とくいでは ありません。

（2）だから、 （れい）リレーの せん手に えらばれました。

（1）でも の あとは 反対の 話。ほかの 例: きのうは 一番に なれませんでした。
（2）だから の あとは そう なる 話。ほかの 例: 運動会の リレーで 一番に なりました。

3 にわの トマトが 赤く なりました。

（1）そして、 （れい）赤い トマトを 三こ とりました。

（2）だから、 （れい）サラダに 入れて 食べました。

（1）そして の あとは つけ足しの 話・つぎに した 話。ほかの 例: となりの きゅうりも 大きく なりました。
（2）だから の あとは そう なる 話。ほかの 例: 家ぞくみんなで あじみを しました。
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